




一
屋外で行う発掘調査にとって、 夏の

猛暑は大敵です。日陰を作り 、 扇風
機による送風、 こまめな休憩•水分
補給のほか、 気温が上がる日中の屋
外作業を削減、 屋内作業を行うなど
様々な熱中症対策を行っています。

一

▲寒冷紗（黒いシート）で影を作る様子。 影があると体

感温度が下がり 、 熱中症のリスクが軽減されます。

近年 、 レ ー ザ ー スキャナ ー等を用
いた三次元測量が普及し始めていま
す。こ の技術は短時間で測量でき、

色情報もわかる非常に優れた技術で
す。

しかし 、 遺跡の情報を正確に入手
するには人の手による測量も必要で
す。従来の方法と最新技術を組み合
わせ、 作業効率の向上 を図っていま
す。 ▲ 大呈に出土した土器の三次元測呈デーク

発欄調査風景

竪穴住居の床面で大量の土器が出土した様子です。ヘ ラやスポンジで土器についた
土の除去や表面の掃除をします。細かい作業のため難しく、集中力を必要とする作
業ですが、 きれいになった土器が並ぶ状況は圧巻です。
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